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					このページは校正済みです
まず。而して忠吉忠吉も亦、忠鄰を韙（い）とし、益之と厚し。江戶に來る每に
輙（すなはち）其
第（て）に館︀
す。公、同母の故を以て最忠吉を愛す。忠吉、疾病あり。公、
親（みづから）其館︀に往きて
候（うかゞ）
ひ視︀る。使者︀、旦夕往來し、寢食は報に隨ひて加損す。又庶兄の故を以て最秀康
を
重（おもん）ず。凡西の諸︀侯の會同する者︀、火器︀を
齋（もたら）すを得ず。秀康秀康、甞て江戶に赴く
に、銃隊を具して
碓氷關（うすひのせき）に入る。關吏、
呵禁（かきん）す。秀康曰く、「汝、越前
宰相（さいしやう）を知ら
ざるか」と。公、聞きて驚き、吏に命じて問ふこと勿らしめ、自之を迎謝す。其
卒するに及びて、悼惜殊に至る。東照公、甞て義直、賴宣、賴房を以て、公に
屬（しよく）し
て曰く、「我れ百歲の後、善く之を視︀よ」と。公、常に其言を
念（おも）ふ。三家を愛重す故に特に三家
を愛重す。凡公、宗族、功臣の喪を聞く每に、
燕樂（えんらく）の時と雖、必
容（かたち）を變へ、
涕（なみだ）を

隕（おと）す。其出行するときは、卽駕を戒めて止む。則
親（みづから）徙御に而して之を
罷（や）めしむ。
甞て行を戒む。
漏刻（ろうこく）、期を報ず。公
方（まさ）に食す。箸を
舍（す）てゝ出づ。信を守る曰く、「信失ふ可
からざるなり」と。居常
耽嗜（たんき）する所なし。特に儒術を崇び、書及び歌を好む。諸︀
の武技、みな其精︀を
究（きは）む。而して臣下に
傲（おご）らず。故を以て諸︀宿將、豪傑、皆馴服
す。甞て其下に謂て曰く、「織田、豐臣の二子は、喜びて人に事へられたり。家君
は則喜びて人を使ふ。異なる所以なり」と。故を以て諸︀政事、みな東照公に
傚（なら）










[image: ]

[image: ]

「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Hōbun_Nihon_Gaishi.pdf/1585&oldid=211058」から取得


					カテゴリ: 	校正済




				

			
			
		

		
			

		 このページの最終更新日時は 2023年9月11日 (月) 23:03 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。



		プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	モバイルビュー



		[image: Wikimedia Foundation]
	[image: Powered by MediaWiki]





		

	
 

 

		
		

本文の横幅制限を有効化／無効化







